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②数学の学習用語・記号の意味を理解す

ること

資料の活用領域
確率と統計に係る数学用語の意味や必要性を理解し、活用する
こと

ʹ関͢るつまͣき解消ʹ向けた系統的ͳ取組

５５

標本調査第3学年

確率第2学年

資料の活用第1学年

小野市立小野中学校の実践
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標本調査を行いɺ母集団の性質を推測す
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

・標本調査の必要性ͱ意味を理解すΔɻ
・標本調査Ͱ母集団の傾向をͱΒえɺ説
明すΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

起͜ΓうΔすべͯの場合の数ͱ求めたい
͜ͱ͕Β͕起͜Δ場合の数を正確ʹ数え
上͛ΒΕͳいɻ

・確率の必要性ͱ意味ɺ確率の求め方を
理解すΔɻ

・確率を用いΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ヒストグラムや度数分布表͔Β相対度数
を求めΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

・ヒストグラムや代表値の必要性や意味
を理解すΔɻ
・ヒストグラムや代表値を用いΔ͜ͱ͕
Ͱ͖Δɻ

ᶃ全体の度数͕異ͳΔ資料を比較しɺ度数分布表やヒスト
グラムを用いͯ資料の傾向を説明͢Δ活動ɻ
→ʮ度数分布表ʯやʮヒストグラムʯɺʮ相対度数ʯの必要性を理解すΔ͜
ͱ͕Ͱ͖ΔΑうʹͳΔɻ

ᶄ身近ͳ調査の例͔Β標本を取Γ出しɺ標本の傾向を調べ
ΔこͱͰɺ母集団の傾向を推測しɺ説明͢Δ活動ɻ
→標本調査の必要性ͱ意味を理解すΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑうʹͳΔɻ

つま͖ͣ解消ʹ向けた取組の視点
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資料の活用
第1学年

問題：次の度数分布表͔ら60分以上90分未満の
階級の相対度数を求めなさい。

５７

資料の活用

ヒストグラムや度数分布表͔ら相対度数を求めるこͱ͕Ͱ͖ない。

目標 内容 ※太字͸次ペーδʹ詳細を掲載

・度数分布表
・ヒεトグラム
・相対度数
・資料ͷ比べ方

・相対度数ͷ意味ɺまたɺ相対度数を求めΔ必要性ʹ
ついͯ理解すΔɻ
・ヒεトグラムや度数分布表͔Β相対度数を求めΔ͜
ͱ͕Ͱ͖Δɻ

相対度数ͷ意味͕理解Ͱ͖ͯいͳいためɺ
相対度数を求めΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

相対度数？
12？

7？ɹ10？ 相対度数Ͱ͸ͳくɺ階級値ɺ
階級ͷ幅を答えͯしまうɻ

問題：次のヒストグラム͔ら10分以上20分未満
の階級の相対度数を求めなさい。

度数ʢ人ʣ階級ʢ分ʣ

 2
以上  未満
  0～ 30

 7 30～ 60
12 60～ 90
 5 90～120
 3120～150
 1150～180
30合ɹ計

閣資料の活用

閣確率

閣標本調査

学習内容ʢ単元名ʣ

ヒストグラムや度数分布表͔ら相対度数を求めるこͱ͕Ͱ͖な
い。

起͜ΓうΔすべͯͷ場合ͷ数ͱ求めたい͜ͱ͕Β͕起͜Δ場合
ͷ数をɺ正確ʹ数え上͛ΒΕͳいɻ

標本調査を行いɺ母集団ͷ性質を推測すΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

つまず͖の実態

第1学年

第2学年

第3学年
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必要ͳ資料を選択し、自分͕判断した理由を説明すΔ活動
活動ͷͶらい▶・資料͕表͢意味ͷ理解を深めɺ日常生活ʹ活用Ͱ͖ΔΑうʹ͢Δɻ

・上ͷ事例ʹ示しͨ情報ͷɺ度数分布表ɺヒストグラムɺ円グラフを提示͢Δɻ
・ʮͲͪΒͷ学校͕Αく勉強をしͯいΔͱいえΔ͔ʯͳͲɺ答え͕一通ΓʹͳΒͳい質問を͢Δɻ
・自分ͷ考えを説明͢Δ際ʹ͸ɺʮͲͷ情報͔ΒそΕ͕いえΔͷ͔ʯを必ͣ入ΕΔΑうʹ指示͢Δɻ

大͖さの異ͳΔ2つの資料を比較すΔ場合ʹͲうすΕばよい͔を考えΔ活動
活動ͷͶらい▶・相対度数ͷ必要性を感͡Δこͱ͕Ͱ͖ΔΑうʹ͢Δɻ

単純ʹ度数ͩけͰ比較͢Δこͱʹ疑問を΋ͨͤΔ問題提示ͷ仕方を͢Δɻ
ʲ例ʮr次ͷ度数分布表͸2つͷ中学校ͷ学習時間を調べɺそͷ結果を·ͱΊͨ΋ͷͰ͢ɻ0分以上～30分未

満ͷ度数をΈΔͱɺA中学校͕3人ɺB中学校͕12人ͱいうこͱ͸B中学校ͷ方͕学習時間ͷ短い人͕
多いͱいうこͱͰしΐう͔ɻʯ

円グラフを見Δͱɺ90分以上
ͷ合計͸B中学校ͷ方͕多い
͔ΒB中学校͡Όͳい͔ͳɻ

ヒストグラムͩͱɺB中学校͸端ͷ方͕
高いͧɻ勉強͢Δ人ͱ͠ͳい人ͷ差͕大
͖い͔ΒA中学校ͷ方ͩͱ思うɻ

期待さΕΔ生徒の姿

期待さΕΔ生徒の姿

・問題を解決͢Δͨめʹ必
要ͳ資料΍情報を選択Ͱ
͖ΔΑうʹͳΔɻ
・資料を用いͯ問題解決を
図ΔΑさʹ気付くɻ

大͖さͷ異ͳΔ複数ͷ資料ʹつ
いͯ比較͢Δ必要性を設定͢Δ
こͱͰɺ単純ʹ比較Ͱ͖ͳいͱ
いう事ʹ気付͖ɺ相対度数を用
いΔ必要性を感͡Δこͱ͕Ͱ͖
Δɻ

度数ʢ人ʣ
階級ʢ分ʣ

B中学校A中学校

 12 3以上  未満
  0～ 30

 47 7 30～ 60
 2512 60～ 90
 15 5 90～120
 19 3120～150
 32 0150～180
15030合ɹ計

こͷ考え方͕ɺ相
対度数ʹつͳ͕Δ
ͷ͔ɻ

単純ʹ比べͯ
いいͷ͔ͳ？

全体ͷ数͕違う͔Βɺ割合を
求めͳいͱ比べΒΕͳいͧɻ

度数分布表を見Δͱɺ最頻値
͸A中学校ͷ方͕高い͔Βɺ
A中学校ͩͱ思うɻ
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資料の活用
第2学年

確率

問題：3枚ͷ硬貨を同時ʹ投͛Δと͖ɺ少ͳくと΋1枚͸表とͳΔ確率を求Ίͳさいɻ

起͜ΓうΔ͢べての場合の数と求めたい͜と͕Β͕起͜Δ場合の数
をɺ正確ʹ数え上͛ΒΕͳいɻ

目標 内容 ※太字͸次ペーδʹ詳細を掲載

・樹形図ɺ表
・起͜ΓうΔすべͯͷ場合ͷ数
・場合ͷ数を求ΊΔ
・確率ͷ範囲(0≦P≦1)
・1－ʢAʹ ͳΒͳい確率ʣ

・確率ͷ意味を理解しɺ樹形図や表ͳͲを利用しͯɺ
正確ʹ場合ͷ数を数え上͛Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ
・起͜ΓうΔすべͯͷ場合ͷ数ͱ͜ͱ͕Β͕起͜Δ場
合ͷ数を使っͯɺ確率を求ΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ

起͜ΓうΔすべͯͷ場合͕
数えΒΕͯいͳいɻ

3枚ͱ΋表ɺ2枚͕表1枚͕裏ɺ
1枚͕表2枚͕裏ɺ3枚ͱ΋裏ͷɺ
4通Γɻ少ͳくͱ΋1枚͸表ʹͳ
Δͷ͸ɺ3通Γɻ

場合ͷ数を求ΊΔたΊͷ樹形
図や表͕正確ʹ͔͚ͳいɻ

閣資料ͷ活用

閣確率

閣標本調査

学習内容ʢ単元名ʣ

ヒεトグラムや度数分布表͔Β相対度数を求ΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ
いɻ

起͜ΓうΔすべてͷ場合ͷ数と求Ίたい͜と͕Β͕起͜Δ場合
ͷ数をɺ正確ʹ数え上͛ΒΕͳいɻ

標本調査を行いɺ母集団ͷ性質を推測すΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

つま͖ͣの実態

第1学年

第2学年

第3学年
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ʮAʹ ͳる確率ʯを求める際ʹ、ʮ1－ʢAʹ ͳらͳい確率ʣʯを求めた方͕簡単Ͱある場面を設定
し、解͖方を話し合う活動

全体Ͱ2枚の硬貨を用いͯ樹形図を作成し、確率を求めた後ʹ、個人Ͱ3枚の硬貨の場合を考える
活動

硬貨ͷ時͸ɺ全部͕裏
ͷ場合を求ΊΔͱ楽
ͩͬͨΑɻ

ʮAʹ ͳΔ確率ʯ＝ʮ1－ʢA
ʹͳΒͳい確率ʣʯを用いΔ有
効性ʹ気付くこͱ͕Ͱ͖Δɻ

2枚ͷ場合ͷ考え方や求Ί方を活用ͯ͠ɺ
自分ͷ力Ͱ3枚ͷ場合を考えΔこͱ͕Ͱ͖
ΔΑうʹͳΔɻ

活動ͷͶらい▶・硬貨を用いΔこͱͰɺ見ͨ目͕同͡Ͱ΋ɺ区別ͯ͠考えΔ必要͕あΔこͱʹ気付͔せΔɻ
・全体Ͱ学習ͨ͠こͱを活用ͯ͠個人Ͱ問題を解くこͱͰɺ樹形図ͷ作成ͷ仕方や確率ͷ求Ί方
ʹͭいͯͷ理解を深ΊΔɻ

ᶃʮ3枚ͷ硬貨を同時ʹ投͛ͨ時ͷ起͜ΓうΔすべͯͷ場合を求めΔ樹形図を作成すΔͷʹɺ2枚ͷ硬貨ͷ
場合ͷ時ͷ樹形図を利用しͯかいͯΈ·しΐうɻʯͱ問いか͚ɺ2枚ͷ場合を活用しͯͰきΔ͜ͱを伝え
Δɻ

ᶄ3枚ͷ硬貨ʢͷ模型ͳͲʣを提示しɺͦΕͧΕ区別しͯ考えΔ必要性ʹ気付かせΔɻ

期待さΕΔ生徒の姿

活動ͷͶらい▶・必要ʹ応͡ ʮͯＡʹͳΔ確率ʯ＝ʮ1－ʢＡʹͳΒͳい確率ʣʯͷ考え方を活用Ͱ͖ΔΑうʹ͢Δɻ

・最初かΒʮ1－ʢAʹ ͳΒͳい確率ʣʯを伝えΔͷͰ͸ͳくɺ各自ͷ方法Ͱ求めΔ中Ͱɺ生徒ʹ気付かせ
ΔΑうʹすΔɻ

・班Ͱ話し合う͜ͱʹΑΓɺ気付きを共有させɺ他ͷ場面Ͱͷ活用ʹつͳ͛ΒΕΔΑうʹすΔɻ

期待さΕΔ生徒の姿

こͷ中Ͱ偶数͸2ͩ け
͔ͩΒɺ1ͷ位͕2ʹ ͳ
Δ場合を考えͯΈͨ方
͕速い͔΋ɻ

 1  ・  2  ・  3  ͕書͔Εͨカード͕あΓ·͢ɻこͷ3枚を並べͨ3けͨͷ整数͕奇
数ʹͳΔ確率を求Ίͳさいɻ

2枚ͷͱ͖ͷ樹形図を
使うͱ3枚Ͱ΋同͡Α
うʹ͔けΔͧɻ
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資料の活用
第3学年

標本調査

問題：あΔ工場Ͱ大量ʹ製造さΕΔ品物͔Βɺ150個を無作為ʹ抽出したͱこΖɺそͷうち3個͕不良品
Ͱしたɻこͷ工場Ͱ10000個ͷ品物を製造したͱ͖ɺそͷうち不良品ͷ個数͸ɺ͓Αそ何個ͱ推測
さΕます͔ɻ

標本調査を行いɺ母集団の性質を推測͢るこͱ͕Ͱ͖ないɻ

目標 内容 ※太字͸次ペーδʹ詳細を掲載

・全数調査ͱ標本調査
・標本ͷ抽出
・母集団ͱ標本
・標本調査ͷ活用

・標本調査ͷ必要性ͱ意味を理解͢Δɻ
・簡単ͳ場合ʹついͯ標本調査を行いɺ母集団ͷ傾向
をͱΒえͯ説明Ͱ͖ΔΑうʹ͢Δɻ

抽出͢Δ͜ͱͷ意味や必要性͕理解Ͱ͖ͣɺ何͔Β手を
付͚ͯΑい͔わ͔Βͳいɻ

150個ʹ3個ͷ不良品͔ͩΒ…
10000個͸Ͳう関係͢Δͷ？

閣資料ͷ活用

閣確率

閣標本調査

学習内容ʢ単元名ʣ

ヒεトグラムや度数分布表͔Β相対度数を求めΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ
いɻ

起͜ΓうΔ͢べͯͷ場合ͷ数ͱ求めͨい͜ͱ͕Β͕起͜Δ場合
ͷ数をɺ正確ʹ数え上͛ΒΕͳいɻ

標本調査を行いɺ母集団ͷ性質を推測すΔこͱ͕Ͱ͖ͳいɻ

つま͖ͣの実態

第1学年

第2学年

第3学年
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身近にある題材を用いて、母集団の性質を標本調査を行い、推測する活動
活動ͷͶらい▶・全ͯΛ調べͳくͯ΋母集団ͷ性質͸推測͢Δこͱ

͕可能ͰあΔこͱ΍ɺ標本調査ͷΑさʹ気付くɻ

・自分ͨͪͷ受けͨアンέート結果Λ使うこͱͰɺ興味・関心Λ高ΊΔこͱ͕Ͱ͖Δɻ
・άループͰ調べͨ後ʹ実際ͷ平均値Λ示͠ɺ自分͕ͨͪ調べͯ推測ͨ͠平均値ͱ実際ͷ平均値Λ比較͢ΔこͱͰɺ
標本調査ͷ有効性Λ実感͢Δこͱ͕Ͱ͖Δɻ
・実際ʹ標本調査Λ活用͢ΔこͱͰɺそͷ意味΍Αさʹ気付くこͱ͕Ͱ͖Δɻ

期待さΕΔ生徒の姿

ᶃ問題解決ͷ方法Λ考えΔ

ɹここʹɺO中学校Ͱɺ全校生徒ʹ平日の勉
強時間を聞いたアンケートの回答があΓま
すɻ
ɹこの資料を用いͯɺO中学校の生徒の平日
の勉強時間の平均値を推測しͳさいɻ

推測͢ΔͩけͳΒɺ全員分Λ調べͳ
くͯ΋いいΜ͡Όͳいͷ？

自分ͨͪͷアンέートΛ
調べΔͷ͸面白いͳɻ

・自分͕ͨͪ実際ʹ行ͬͨアンケーτσータ
Λ準備͢Δɻ
→数学Λ身近ʹ感͡Δこͱ͕Ͱ͖ɺ意欲・
関心Λ高ΊΔこͱ͕Ͱ͖Δɻ

・700人以上ͷ平均時間Λ求ΊΔこͱ͸困難
ͳこͱͩͱ確認͠ɺʮ何͔いい方法͸ͳい
͔ɻʯͱ問い͔けɺ標本調査ͷ必要性Λ実
感させΔɻ

・解決方法ͩけͰͳくɺͲΜͳ結果ͩͱͲΜ
ͳこͱ͕いえΔͷ͔ͱいͬͨ見通͠ʹͭい
ͯ΋話͠合わせΔɻ

ᶄ自分達Ͱ標本調査Λ行う

・目的ʹ応ͯ͡ɺͲͷΑうͳ相手͔Β抽出͢Ε͹いいͷ͔Λ考えΔ必要性Λ΋ͨせΔɻ
・必要ʹ応ͯ͡ɺ乱数表や乱数さい等Λ用いͨ方法΋示͢ɻ
※実際ʹ標本調査Λ͢Δこͱ͕望ま͠い͕ɺ調査内容や調査対象ɺ分析ͷ仕方ʹͭいͯ話͠合うͩけͰ΋ɺ
標本調査ͷ意味やΑさΛ感͡させΔこͱ͕Ͱ͖Δɻ

全体的ʹ結果͕低い場合ͱɺ一
部ͩけ͕低い場合ͩͱɺ取組΋
変わͬͯくΔͳɻ

ͲΕくΒいͷ数Λ抽出
͢Ε͹いいͩΖうɻ

ʮ家庭学習ͷ時間ʯʹ ͭいͯ小学
生ʹ΋聞いͯみͯɺ自分達ʹͰ
͖ΔこͱΛ考えͯみΑうɻ

全校生ͷアンέートΛ
調べΔͷ͸大変ͩɻ
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